
医療保健学部　全学共通科目［言語聴覚療法学科］

区 分 授 業 科 目
単 位 数

配 当 年 次 備　　　　考
必修 選択 単位

１．「自然・環境科学」の 2科目 4単位以上のうち、1科目 2単位は「統計学Ⅰ」を必修とする。

必
修
科
目

4
単
位

英語Ⅰ
英語Ⅱ
英語Ⅲ
英語Ⅳ
情報処理基礎演習Ⅰ
情報処理基礎演習Ⅱ
情報処理概論
数学Ⅰ
数学Ⅱ
統計学Ⅰ
統計学Ⅱ
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
化学Ⅰ
化学Ⅱ
生物学Ⅰ
生物学Ⅱ
倫理学Ⅰ
倫理学Ⅱ
哲学Ⅰ
哲学Ⅱ
文学Ⅰ
文学Ⅱ
歴史学Ⅰ
歴史学Ⅱ
心理学Ⅰ
心理学Ⅱ
社会学Ⅰ
社会学Ⅱ
政治学Ⅰ
政治学Ⅱ
法学
日本国憲法
健康科学Ⅰ
健康科学Ⅱ
スポーツ運動学
スポーツ文化実習Ⅰ
スポーツ文化実習Ⅱ
アウトドアスポーツ実習Ⅰ
アウトドアスポーツ実習Ⅱ
総合教養講座
教養基礎演習
公務特別講義Ａ
公務特別講義Ｂ
教養特別演習
キャリア形成概論

◎
◎
◎
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○
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2
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医療保健学部　言語聴覚療法学科　専門教育科目

区 分 授 業 科 目
単 位 数

配 当 年 次 備　　　　考
必修 選択 単位

医学総論
解剖学
生理学
病理学

１
１
１
１

内科学
臨床神経学
耳鼻咽喉科学
リハビリテーション医学
小児科学
精神医学
画像診断学

臨床歯科医学（口腔外科学を含む）

◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎

リハビリテーション概論
社会福祉（ケアマネジメント論・家族援助論含む）
社会保障制度・関係法規

言語発達障害学Ⅰ
言語発達障害学Ⅱ
言語発達障害学演習Ⅰ
言語発達障害学演習Ⅱ

◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎

○

2
2
1
1
2
2
1

1

1
1
1

2
2
1
1

　　2 
　　2 
１ 
１ 
　　2 
　　2 
　　　　3

　　2 
音声言語病理学
聴覚医学
音声言語病理学演習Ⅰ
音声言語病理学演習Ⅱ

◎
◎
◎
◎

2
1
1
1

１
１
１
　　2

発達心理学
学習・認知心理学
臨床心理学
心理測定法

◎
◎
◎
◎

2
2
1
2

　　2
　　2
　　　　3
　　　　3

１
　　　　3
　　2

　　2
　　2
　　2
　　　　3

基
礎
医
学

音
声
・
言
語

・
聴
覚
医
学

心

理

学

臨　

床　

医　

学
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語
・
高
次
脳
機
能
障
害
学
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福

祉
・
教
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専
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礎

分

野
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門　
　
　
　
　

分　
　
　
　
　

野

◎
◎
◎
◎

2
1
1
1

5
単
位

1単位

言語学 ◎ 2 １ 言語学 2単位
音声学 ◎ 2 １ 音声学 2単位
音響学 ◎ 2 　　2 音響学 2単位
言語発達学 ◎ 1 １ 言語発達学 1単位

6
単
位

3
単
位

言語聴覚障害学概論Ⅰ
言語聴覚障害学概論Ⅱ
臨床基礎ゼミナール

◎
◎
◎

2
1
1

１
１
　　2

成人言語障害学概論Ⅰ
成人言語障害学概論Ⅱ
成人言語障害学Ⅰ
成人言語障害学Ⅱ
成人言語障害学演習Ⅰ
成人言語障害学演習Ⅱ
成人言語障害学演習Ⅲ
成人言語障害学演習Ⅳ
成人言語障害学演習Ⅴ

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

1
2
2
2
1
1
1
1
1

１
　　2
　　2
　　　　3
　　2
　　2
　　　　3
　　　　3
　　　　3

言 語 聴 覚
障害学総論

4
単
位

12

単

位

10
単
位
以
上

5
単
位

7
単
位

必
修
科
目
・
選
択
科
目
合
わ
せ
て
合
計
38
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と

必
修
科
目
・
選
択
科
目
合
わ
せ
て
合
計
73
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と

言
語
発
達

障
害
学

発声発語・嚥下障害学Ⅰ
発声発語・嚥下障害学Ⅱ
発声発語・嚥下障害学Ⅲ
発声発語・嚥下障害学Ⅳ
発声発語・嚥下障害学Ⅴ
発声発語・嚥下障害学Ⅵ
発声発語・嚥下障害学Ⅶ
発声発語・嚥下障害学演習Ⅰ
発声発語・嚥下障害学演習Ⅱ

　　2
　　2
　　2
　　2
　　2
　　　　3
　　　　3
　　　　3
　　　　3

聴覚障害学Ⅰ
聴覚障害学演習Ⅰ
聴覚障害学Ⅱ
聴覚障害学演習Ⅱ
聴覚障害学Ⅲ
聴覚障害学Ⅳ
聴覚障害学演習Ⅲ

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

1
1
1
1
1
1
1

　　2
　　2
　　2
　　2
　　　　3
　　　　3
　　　　3

発
声
発
語
・
嚥
下
障
害
学

聴
覚
障
害
学

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

2
1
2
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1
1
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医療保健学部　言語聴覚療法学科　専門教育科目

区 分 授 業 科 目
単 位 数

配 当 年 次 備　　　　考
必修 選択 単位

医学総論
解剖学
生理学
病理学

１
１
１
１

内科学
臨床神経学
耳鼻咽喉科学
リハビリテーション医学
小児科学
精神医学
画像診断学

臨床歯科医学（口腔外科学を含む）

◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎

リハビリテーション概論
社会福祉（ケアマネジメント論・家族援助論含む）
社会保障制度・関係法規

言語発達障害学Ⅰ
言語発達障害学Ⅱ
言語発達障害学演習Ⅰ
言語発達障害学演習Ⅱ

◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎

○

2
2
1
1
2
2
1

1

1
1
1

2
2
1
1

　　2 
　　2 
１ 
１ 
　　2 
　　2 
　　　　3

　　2 
音声言語病理学
聴覚医学
音声言語病理学演習Ⅰ
音声言語病理学演習Ⅱ

◎
◎
◎
◎

2
1
1
1

１
１
１
　　2

発達心理学
学習・認知心理学
臨床心理学
心理測定法

◎
◎
◎
◎

2
2
1
2

　　2
　　2
　　　　3
　　　　3

１
　　　　3
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野

◎
◎
◎
◎

2
1
1
1

5
単
位

1単位

言語学 ◎ 2 １ 言語学 2単位
音声学 ◎ 2 １ 音声学 2単位
音響学 ◎ 2 　　2 音響学 2単位
言語発達学 ◎ 1 １ 言語発達学 1単位

6
単
位

3
単
位

言語聴覚障害学概論Ⅰ
言語聴覚障害学概論Ⅱ
臨床基礎ゼミナール

◎
◎
◎

2
1
1

１
１
　　2

成人言語障害学概論Ⅰ
成人言語障害学概論Ⅱ
成人言語障害学Ⅰ
成人言語障害学Ⅱ
成人言語障害学演習Ⅰ
成人言語障害学演習Ⅱ
成人言語障害学演習Ⅲ
成人言語障害学演習Ⅳ
成人言語障害学演習Ⅴ

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

1
2
2
2
1
1
1
1
1

１
　　2
　　2
　　　　3
　　2
　　2
　　　　3
　　　　3
　　　　3

言 語 聴 覚
障害学総論

4
単
位

12

単

位

10
単
位
以
上

5
単
位

7
単
位

必
修
科
目
・
選
択
科
目
合
わ
せ
て
合
計
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単
位
以
上
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修
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す
る
こ
と

必
修
科
目
・
選
択
科
目
合
わ
せ
て
合
計
73
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と

言
語
発
達

障
害
学

発声発語・嚥下障害学Ⅰ
発声発語・嚥下障害学Ⅱ
発声発語・嚥下障害学Ⅲ
発声発語・嚥下障害学Ⅳ
発声発語・嚥下障害学Ⅴ
発声発語・嚥下障害学Ⅵ
発声発語・嚥下障害学Ⅶ
発声発語・嚥下障害学演習Ⅰ
発声発語・嚥下障害学演習Ⅱ

　　2
　　2
　　2
　　2
　　2
　　　　3
　　　　3
　　　　3
　　　　3

聴覚障害学Ⅰ
聴覚障害学演習Ⅰ
聴覚障害学Ⅱ
聴覚障害学演習Ⅱ
聴覚障害学Ⅲ
聴覚障害学Ⅳ
聴覚障害学演習Ⅲ

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

1
1
1
1
1
1
1
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　　2
　　2
　　2
　　　　3
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覚
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区 分 授 業 科 目
単 位 数

配 当 年 次 備　　　　考
必修 選択 単位

臨床実習Ⅰ
臨床実習Ⅱ

◎
◎

失語・高次脳機能障害学特論
発声発語・嚥下障害学特論
聴覚障害学特論
言語発達障害学特論
拡大・代替コミュニケーション
医学統計
卒業研究
実習ゼミナール
特別ゼミナール

○
○
○
○
○
○

◎
◎
◎

6
6
2
2
2
2
1
1
4
1
4

　　　　3
　　　　　　4
　　　　　　4
　　　　　　4
　　　　　　4
　　　　　　4
　　　　　　4
　　　　3
　　　　　　4
　　　　3 
　　　　　　4

臨床実習

選
択
必
修
分
野

卒
業
研
究

専　
　

門　
　

分　
　

野

8
単
位
以
上

選
択
必
修

9
単
位

12単位 必
修
科
目
・
選
択
科
目
合
わ
せ
て

合
計
73
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
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医療保健学部　こども保健学科の教育モデル

医療保健学部　こども保健学科（卒業要件単位数　124単位以上）

全 学 共 通 科 目 20 単 位 以 上

（ 2単位必修）

専 門 基 礎 科 目 44 単 位 以 上

専 門 科 目 50　単　位　以　上

印は必修科目
＊養護教諭併修コース科目。（養護教諭併修コースの学生のみ履修できる。）
※専門基礎科目・専門科目を合わせて104単位以上を修得すること

外国語科目

（ 2単位必修）社会科学科目
（ 3単位必修）スポーツ・健康科学科目

その他の全学共通科目 （11単位以上選択必修）

発達心理学
教育心理学
自分理解・こども理解の心理学
臨床哲学
解剖学
生理学
免疫学
教育原理
教職論
教育課程論
教育方法論
教育史
教育行政学
特別活動

2
2
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

道徳教育の指導法
生徒指導
こどもの保健Ⅰ－１
こどもの保健Ⅰ－２
こどもの保健Ⅱ
精神保健
こどもの食と栄養Ⅰ
こどもの食と栄養Ⅱ
公衆衛生学Ⅰ
公衆衛生学Ⅱ
学校保健
看護学概論
医学総論
リハビリテーション概論

＊
2
2
2
2
1
2
1
1
2
2
2
2
2
1

薬理学
内科学
小児科学
発達障碍リハビリテーション学
救急処置法
社会福祉原論
児童家庭福祉論
相談援助
社会的養護
社会的養護内容
保育相談支援
健康社会学

2
2
2
2
2
2
2
1
2
1
1
2

保育原理
家庭支援論
幼児指導論
音楽理論
ピアノ基礎演習
ピアノ演習Ⅰ
ピアノ演習Ⅱ
ピアノ演習Ⅲ
ピアノ演習Ⅳ
声楽
器楽合奏
図画工作
幼児体育
保育内容総論Ⅰ
保育内容総論Ⅱ
乳児保育Ⅰ
乳児保育Ⅱ
こどもと身体表現
こどもと造形表現
こどもと音楽表現
生活
算数
国語

2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2

こどもと人間関係
こどもと環境
こどもと健康
こどもと言葉
こどもと表現
看護基礎技術
看護過程
看護援助技術
学校環境と安全
応用実技
養護概説
養護教諭の職務
健康相談活動
保育・教職実践演習Ⅰ（幼稚園）
教職実践演習Ⅱ（養護教諭）
教育相談
野外教育文化論
障害児保育Ⅰ
障害児保育Ⅱ
特別支援教育・保育学概論
特別支援教育・保育学演習
医療保育概論
医療保育演習

＊
＊

＊
＊

＊
＊

1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
2
1
2
1

＊

＊

保育実習指導ⅠＡ
保育実習指導ⅠＢ
保育実習ⅠＡ
保育実習ⅠＢ
保育実習指導Ⅱ
保育実習Ⅱ
保育実習指導Ⅲ
保育実習Ⅲ
幼稚園教育実習
臨床看護学実習（養護）
臨床看護学実習（保育）
特別支援教育・保育学実習
養護実習
入門演習Ⅰ
入門演習Ⅱ
基礎演習Ⅰ
基礎演習Ⅱ
演習Ⅰ
演習Ⅱ
卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ

1
1
2
2
1
2
1
2
5
2
2
1
5
1
1
1
1
1
1
2
2

科
学
健
保
も
ど
こ

（ 2単位必修）情報処理科目

＊
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